
薩
摩
筒
と
は

　
伝
来
以
後
、
戦
国
時
代
の
合
戦
の
戦
法

が
大
き
く
変
わ
り
、
天
下
を
統
一
す
る
織

田
・
豊
臣
政
権
の
幕
開
け
に
大
き
な
影
響

を
与
え
た
鉄
砲
。
鹿
児
島
藩
で
は
独
創
的

な
形
態
に
変
化
し
ま
し
た
。
特
に
、
発
火

装
置
部
に
施
さ
れ
た
装
飾
は
、
他
地
域
の

鉄
砲
に
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
で
す
。

　
薩
摩
筒
は
、
国
内
に
現
存
す
る
数
が
非

常
に
少
な
い
た
め
、
そ
の
実
態
が
分
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
都
城
島
津
家

に
薩
摩
筒
と
そ
の
帳
簿
が
ま
と
ま
っ
て
伝

来
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
今
後
、
鹿
児
島

藩
で
の
銃
砲
の
生
産
や
普
及
を
解
明
で
き

る
重
要
な
史
料
と
し
て
、
非
常
に
高
い
関

心
を
集
め
て
い
ま
す
。

主
な
展
示
資
料

【
洛ら

く

中ち
ゅ
う

洛ら
く

外が
い

図ず

（
国
重
要
文
化
財
、
林
原

美
術
館
所
蔵
）】

　
京
の
様
子
が
描
か
れ
た
江
戸
時
代
初
期

の
屏び

ょ
う

風ぶ

。
鉄
砲
を
赤
い
袋
に
入
れ
て
担
ぐ

人
々
の
姿
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。

【
立
花
文
書
：
刀
狩
令
（
国
重
要
文
化
財
、

立
花
家
史
料
館
所
蔵
・
柳
川
古
文
書
館
寄

託
）】

　
豊
臣
秀
吉
の
朱
印
を
押
し
て
柳
川
（
現

在
の
福
岡
県
柳
川
市
）
の
立
花
家
へ
出
さ

れ
た
文
書
。
豊
臣
政
権
が
、
刀
だ
け
で
な

く
鉄
砲
も
含
め
た
武
器
全
般
に
対
し
て
、

規
制
を
強
め
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

都
城
島
津
伝
承
館
特
別
展

　
16
世
紀
に
種
子
島
に
伝
来
し
、
全
国
へ
急
速
に
広
ま
っ
た
「
鉄
砲
」。
江
戸
時
代
に
、
鹿

児
島
藩
で
は
「
薩さ

つ

摩ま

筒づ
つ

」
と
い
わ
れ
る
独
創
的
な
形
態
の
鉄
砲
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
の

特
別
展
で
は
、
全
国
各
地
の
鉄
砲
と
比
較
し
な
が
ら
薩
摩
筒
を
展
示
。
銃
砲
製
造
の
歴
史
的

変
遷
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
薩
摩
筒
の
実
態
に
迫
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
問
い
合
わ
せ
　
都
城
島
津
邸
　
☎
23

－

２
１
１
６

鉄
砲
伝
来
と
薩
摩
筒

特
別
展
概
要

【
会
期
】

10
月
13
日
㈯
～
11
月
25
日
㈰

※
月
曜
日
は
休
館

【
入
場
料
】

一
般
４
０
０
円
（
３
０
０
円
）

高
校・大
学
生
３
０
０
円（
２
０
０
円
）

中
学
生
以
下
無
料

※（
　
）は
20
人
以
上
の
団
体
料
金
。

　
本
宅
は
、
別
途
１
０
０
円
（
小
学

　
生
以
上
）

関
連
イ
ベ
ン
ト

無
料
講
演
会

　
対
馬
に
よ
る
鳥ち

ょ
う

銃じ
ゅ
う

と
高
麗
人
参
の

密
貿
易
に
つ
い
て
、
村
井
章
介
さ
ん

（
立
正
大
学
文
学
部
教
授
・
東
京
大

学
名
誉
教
授
）
が
講
演
し
ま
す
。

◉
日
時
　
10
月
20
日
㈯

　
　
　
　
13
時
30
分
～

◉
場
所
　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

「洛中洛外図」

「
先
込
式
火
縄
銃
（
薩
摩
筒
）」

都
城
市
立
美
術
館
特
別
展

世
界
の
息
吹
を
伝
え
た
平
山
郁
夫

　
１
９
３
０
年
に
広
島
県
で
生
ま
れ
た
平

山
郁
夫
は
、
東
京
美
術
学
校
（
現
在
の
東

京
芸
術
大
学
美
術
学
部
）
に
入
学
し
、
日

本
画
家
前ま

え

田だ

青せ
い

邨そ
ん

に
師
事
。
卒
業
後
は
、

仏
教
を
主
題
と
し
た
作
品
で
画
壇
の
注
目

を
集
め
ま
し
た
。
東
西
文
明
の
道
「
シ
ル

ク
ロ
ー
ド
」
を
生
涯
の
テ
ー
マ
と
し
て
描

き
続
け
た
平
山
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
中

近
東
、中
央
ア
ジ
ア
、イ
ン
ド
、中
国
な
ど
、

世
界
中
を
１
５
０
回
以
上
も
旅
し
、
現
地

の
風
景
や
生
活
を
描
い
た
数
々
の
大
作
を

発
表
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
自
ら
の
被
爆
体
験
を
元
に
「
文

化
に
よ
る
平
和
」
を
訴
え
、
中
国
・
敦と

ん

煌こ
う

　
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
テ
ー
マ
に
描
い
た
日
本
画
家
と
し
て
知
ら
れ
る
「
平
山
郁
夫
」。
今
回

の
特
別
展
で
は
、
晩
年
の
大
作
「
大
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
・
シ
リ
ー
ズ
」
を
は
じ
め
と
す
る
絵
画

作
品
と
合
わ
せ
て
、
夫
人
と
と
も
に
収
集
し
た
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
仏
像
や
銀
製
品
な
ど
、
貴
重

な
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
紹
介
し
ま
す
。
平
山
郁
夫
が
思
い
を
は
せ
た
壮
大
な
時

空
を
、
ぜ
ひ
、
感
じ
て
く
だ
さ
い
。
　
◎
問
い
合
わ
せ
　
市
立
美
術
館
　
☎
25

－

１
４
４
７

平
山
郁
夫
展

よ
み
が
え
る
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

「パルミラ遺跡を行く・夜」

「仏
ぶっ

陀
だ

坐
ざ

像
ぞう

」  2～3世紀  パキスタン

特
別
展
概
要

【
会
期
】　
10
月
20
日
㈯
～
12
月
２
日
㈰

※
月
曜
日
は
休
館

【
入
場
料
】

一
般
８
０
０
円
（
６
０
０
円
）

高
校・大
学
生
６
０
０
円
（
４
０
０
円
）

中
学
生
以
下
無
料

※
（
　
）
は
20
人
以
上
の
団
体
や
前
売

　
り
な
ど
の
割
引
料
金
。
11
月
３
日
㈯

　
の
文
化
の
日
は
入
場
料
無
料
。

関
連
無
料
イ
ベ
ン
ト

特
別
ス
ラ
イ
ド
ト
ー
ク

　
平
山
郁
夫
の
生
き
ざ
ま
を
、
大
塚
裕

一
さ
ん
（
平
山
郁
夫
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
美

術
館
学
芸
室
長
）
が
講
演
し
ま
す
。

◉
日
時
　
11
月
18
日
㈰
　
14
時
～

◉
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◉
定
員
　
30
人
（
要
申
し
込
み
）

※
そ
の
他
の
関
連
イ
ベ

　
ン
ト
な
ど
詳
し
く
は
、

　
特
別
展
の
特
設
サ
イ

　
ト
で
確
認
く
だ
さ
い

や
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
バ
ー
ミ
ヤ
ン
石せ

っ

窟く
つ

な
ど
、
世
界
の
文
化
財
保
護
活
動
に
尽
力

し
ま
し
た
。
平
山
が
唱
え
た
「
文
化
財
赤

十
字
構
想
」
は
、
危
機
に
ひ
ん
し
た
世
界

中
の
文
化
遺
産
や
文
化
財
を
保
存
・
修
復

し
、次
世
代
に
伝
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
、

今
も
世
界
中
の
人
々
が
そ
の
姿
勢
に
共
感

し
て
い
ま
す
。

「円形切子碗」  5～7世紀  イラン

仏
ぶつ

伝
でん

浮
うき

彫
ぼり

「誕生・灌
かん

水
すい

」  2～3世紀  パキスタン
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薩
摩
筒
と
は

　
伝
来
以
後
、
戦
国
時
代
の
合
戦
の
戦
法

が
大
き
く
変
わ
り
、
天
下
を
統
一
す
る
織

田
・
豊
臣
政
権
の
幕
開
け
に
大
き
な
影
響

を
与
え
た
鉄
砲
。
鹿
児
島
藩
で
は
独
創
的

な
形
態
に
変
化
し
ま
し
た
。
特
に
、
発
火

装
置
部
に
施
さ
れ
た
装
飾
は
、
他
地
域
の

鉄
砲
に
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
で
す
。

　
薩
摩
筒
は
、
国
内
に
現
存
す
る
数
が
非

常
に
少
な
い
た
め
、
そ
の
実
態
が
分
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
都
城
島
津
家

に
薩
摩
筒
と
そ
の
帳
簿
が
ま
と
ま
っ
て
伝

来
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
今
後
、
鹿
児
島

藩
で
の
銃
砲
の
生
産
や
普
及
を
解
明
で
き

る
重
要
な
史
料
と
し
て
、
非
常
に
高
い
関

心
を
集
め
て
い
ま
す
。

主
な
展
示
資
料

【
洛ら

く

中ち
ゅ
う

洛ら
く

外が
い

図ず

（
国
重
要
文
化
財
、
林
原

美
術
館
所
蔵
）】

　
京
の
様
子
が
描
か
れ
た
江
戸
時
代
初
期

の
屏び

ょ
う

風ぶ

。
鉄
砲
を
赤
い
袋
に
入
れ
て
担
ぐ

人
々
の
姿
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。

【
立
花
文
書
：
刀
狩
令
（
国
重
要
文
化
財
、

立
花
家
史
料
館
所
蔵
・
柳
川
古
文
書
館
寄

託
）】

　
豊
臣
秀
吉
の
朱
印
を
押
し
て
柳
川
（
現

在
の
福
岡
県
柳
川
市
）
の
立
花
家
へ
出
さ

れ
た
文
書
。
豊
臣
政
権
が
、
刀
だ
け
で
な

く
鉄
砲
も
含
め
た
武
器
全
般
に
対
し
て
、

規
制
を
強
め
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

都
城
島
津
伝
承
館
特
別
展

　
16
世
紀
に
種
子
島
に
伝
来
し
、
全
国
へ
急
速
に
広
ま
っ
た
「
鉄
砲
」。
江
戸
時
代
に
、
鹿

児
島
藩
で
は
「
薩さ

つ

摩ま

筒づ
つ

」
と
い
わ
れ
る
独
創
的
な
形
態
の
鉄
砲
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
の

特
別
展
で
は
、
全
国
各
地
の
鉄
砲
と
比
較
し
な
が
ら
薩
摩
筒
を
展
示
。
銃
砲
製
造
の
歴
史
的

変
遷
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
薩
摩
筒
の
実
態
に
迫
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
問
い
合
わ
せ
　
都
城
島
津
邸
　
☎
23

－
２
１
１
６

鉄
砲
伝
来
と
薩
摩
筒

特
別
展
概
要

【
会
期
】

10
月
13
日
㈯
～
11
月
25
日
㈰

※
月
曜
日
は
休
館

【
入
場
料
】

一
般
４
０
０
円
（
３
０
０
円
）

高
校・大
学
生
３
０
０
円（
２
０
０
円
）

中
学
生
以
下
無
料

※（
　
）は
20
人
以
上
の
団
体
料
金
。

　
本
宅
は
、
別
途
１
０
０
円
（
小
学

　
生
以
上
）

関
連
イ
ベ
ン
ト

無
料
講
演
会

　
対
馬
に
よ
る
鳥ち

ょ
う

銃じ
ゅ
う

と
高
麗
人
参
の

密
貿
易
に
つ
い
て
、
村
井
章
介
さ
ん

（
立
正
大
学
文
学
部
教
授
・
東
京
大

学
名
誉
教
授
）
が
講
演
し
ま
す
。

◉
日
時
　
10
月
20
日
㈯

　
　
　
　
13
時
30
分
～

◉
場
所
　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

「洛中洛外図」

「
先
込
式
火
縄
銃
（
薩
摩
筒
）」
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ふれあいアンケート結果

市
の
取
り
組
み
へ
の
考
え

都
城
志
布
志
道
路

開
通
し
た
一
部
区
間
を
利
用

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

利
用
し
た
主
な
理
由

Q

Q

◎
解
説

　本
年
度
か
ら
、
市
の
施
策
な
ど
の
方
針

の
指
標
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
経
年
で
調
査
す
る
項
目
を
26
問
設
定

し
ま
し
た
。

　今
回
調
査
し
た
26
項
目
に
つ
い
て
は
継

続
し
て
調
査
を
行
い
、
市
の
施
策
や
取
り

組
み
に
よ
る
効
果
が
分
か
る
よ
う
、今
後
、

◎
解
説

　現
在
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
地
域
高

規
格
道
路
「
都
城
志
布
志
道
路
」
に
つ
い

て
、
早
期
全
線
開
通
に
向
け
た
取
り
組
み

の
参
考
に
す
る
た
め
、
一
部
開
通
区
間
の

利
用
状
況
や
利
用
目
的
に
つ
い
て
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

　一
部
開
通
区
間
の
利
用
状
況
に
つ
い
て

は
、
57
㌫
の
人
が
「
利
用
し
た
こ
と
が
あ

る
」
と
回
答
。
利
用
し
た
主
な
理
由
に
つ

い
て
は
、「
旅
行
・
レ
ジ
ャ
ー
」で
利
用
し

た
人
が
最
も
多
く
51
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

経
年
で
比
較
で
き
る
形
で
調
査
結
果
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　今
回
は
、「
そ
う
思
う
」「
ま
あ
そ
う
思

う
」
の
合
計
の
上
位
６
項
目
を
紹
介
し
ま

す
。　安

全
な
水
の
提
供
や
身
近
な
医
療
機

関
、
消
防
救
急
体
制
へ
の
満
足
度
が
50
㌫

を
超
え
て
い
ま
す
。

　防
災
の
道
、
経
済
の
道
、
医
療
の
道
と

し
て
の
役
割
を
担
う
本
道
路
。
全
区
間
無

料
で
通
行
で
き
る
た
め
、
観
光
や
レ
ジ
ャ

ー
に
便
利
で
す
。

　市
は
、
早
期
全

線
開
通
に
向
け

て
、
沿
線
の
市
な

ど
と
連
携
し
、
今

後
も
取
り
組
み
を

強
化
し
て
い
き
ま

す
。

無回答
9.6％

その他
9.1％通勤・

通学
2.2％

通院
0.6％

買い物 8.5％

仕事 18.6％

旅行・レジャー
51.4％

利用した
ことがある
56.6％

利用した
ことがない
41.6％

無回答 1.8％

「そう思う」・「ややそう思う」上位6項目

そう思うそう思う まあ
そう思う
まあ
そう思う

どちらとも
いえない
どちらとも
いえない

あまり
そう思わない
あまり
そう思わない

そう
思わない
そう
思わない 分からない分からない 無回答無回答

安心・安全な水が提供されている

32.532.5 44.944.9 10.110.1

2.82.8 2.62.6

4.44.4

2.72.7
安全・適切な医療機関が身近にある

22.722.7 42.142.1 15.115.1 9.29.2 6.46.4

2.02.0

2.52.5
消防救急体制が充実している

19.719.7 41.141.1 18.018.0 6.26.2

3.23.2

9.29.2

2.62.6
ぼんちくんへ親しみや愛着を感じている

20.920.9 28.928.9 22.122.1 10.110.1 9.79.7 5.85.8

2.52.5
適切な汚水処理がされている

11.711.7 36.736.7 19.919.9 6.26.2 6.26.2 16.516.5

2.82.8
公園・広場が整備されている

9.29.2 38.638.6 20.620.6 15.515.5 10.910.9

2.52.5

2.72.7

0 2010 40 60 80 9030 50 70 100
％
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ふれあいアンケート結果
第13回 都城市市民意識調査

　市では、市民の皆さんの意見を市政に反映させるため、６月に「都城市市民意識調査（ふれあい
アンケート）」を実施しました。調査に協力いただいた皆さん、ありがとうございました。
　今回は、満18歳以上の約12万人の市民の皆さんの中から無作為に選んだ3,000人を対象に、本
市の住みやすさや本市の取り組み、都城志布志道路、健康づくり、災害への備え、市政に対する意
見などについて調査を行いました。
　回答者は1,124人（男性481人、女性612人、無回答31人）で、回答率は37％でした。なお、
詳細な結果は、市のホームページで紹介します。� ◎問い合わせ　秘書広報課　☎23-3174

◆男女別回答者数
性　別 回答者 比　率

男　性 481人 42.8%

女　性 612人 54.4%

無回答 31人 2.8%

計 1,124人 100.0%

◆年代別回答者数
年　代 回答者 比　率
10代 13人 1.1%
20代 82人 7.3%
30代 119人 10.6%
40代 158人 14.1%
50代 174人 15.5%
60代 319人 28.4%
70代以上 231人 20.5%
無回答 28人 2.5%
計 1,124人 100.0%

◆地区別回答者数
地　区 回答者 比　率
姫　城 60人 5.3%
小松原 86人 7.7%
妻ケ丘 138人 12.3%
祝　吉 132人 11.7%
五十市 110人 9.8%
横　市 91人 8.1%
沖　水 96人 8.5%
志和池 43人 3.8%

地　区 回答者 比　率
庄　内 55人 4.9%
西　岳 18人 1.6%
中　郷 58人 5.2%
山之口 37人 3.3%
高　城 66人 5.9%
山　田 50人 4.4%
高　崎 58人 5.2%
無回答 26人 2.3%
合　計 1,124人 100.0%

都
城
市
の
住
み
や
す
さ

今
の
都
城
市
を
住
み
や
す
い

と
感
じ
て
い
ま
す
か
。

こ
れ
か
ら
も
都
城
に
住
み
続

け
た
い
で
す
か
。

Q

Q

◎
解
説

　本
市
の
住
み
や
す
さ
に
つ
い
て
は
、
約

９
割
の
人
が
「
住
み
や
す
い
」「
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
住
み
や
す
い
」
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　年
代
別
に
見
る
と「
住
み
や
す
い
」「
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
住
み
や
す
い
」
と
感
じ

て
い
る
人
は
20
代
の
95
㌫
が
最
も
多
く
、

逆
に
最
も
少
な
い
の
は
10
代
の
85
㌫
と
な

っ
て
い
ま
す
。
各
年
代
と
も
85
㌫
を
超
え

て
お
り
、
都
城
市
を
住
み
や
す
い
と
感
じ

て
い
る
人
が
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
住
み
続
け
た
い
か
に
つ
い

て
は
、
約
８
割
の
人
が
「
現
在
住
ん
で
い

る
と
こ
ろ
に
住
み
続
け
た
い
」「
市
内
の

別
の
地
域
に
住
み
た
い
」
と
回
答
し
て
い

ま
す
。

　年
代
別
で
見
る
と
、
70
代
以
上
の
90
㌫

が
「
現
在
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
住
み
続

け
た
い
」「
市
内
の
別
の
地
域
に
住
み
た

い
」
と
考
え
て
お
り
、
次
い
で
60
代
、
50

代
が
高
い
数
値
で
す
。
年
代
が
上
が
る
に

つ
れ
、
住
み
続
け
た
い
と
感
じ
て
い
る
人

が
多
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

住みやすい
42.4％

どちらかといえば
住みやすい

45.6％

どちらかといえば
住みにくい
6.4％

住みにくい 2.6％ 無回答 3.0％

無回答 3.3％

現在住んでいる
ところに住み
続けたい
68.1％

市内の別の地域に
住みたい
11.2％

市内には
住みたくない
2.1％

分からない
15.3％
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ふれあいアンケート結果

市
の
取
り
組
み
へ
の
考
え

都
城
志
布
志
道
路

開
通
し
た
一
部
区
間
を
利
用

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

利
用
し
た
主
な
理
由

Q

Q

◎
解
説

　本
年
度
か
ら
、
市
の
施
策
な
ど
の
方
針

の
指
標
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
経
年
で
調
査
す
る
項
目
を
26
問
設
定

し
ま
し
た
。

　今
回
調
査
し
た
26
項
目
に
つ
い
て
は
継

続
し
て
調
査
を
行
い
、
市
の
施
策
や
取
り

組
み
に
よ
る
効
果
が
分
か
る
よ
う
、今
後
、

◎
解
説

　現
在
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
地
域
高

規
格
道
路
「
都
城
志
布
志
道
路
」
に
つ
い

て
、
早
期
全
線
開
通
に
向
け
た
取
り
組
み

の
参
考
に
す
る
た
め
、
一
部
開
通
区
間
の

利
用
状
況
や
利
用
目
的
に
つ
い
て
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

　一
部
開
通
区
間
の
利
用
状
況
に
つ
い
て

は
、
57
㌫
の
人
が
「
利
用
し
た
こ
と
が
あ

る
」
と
回
答
。
利
用
し
た
主
な
理
由
に
つ

い
て
は
、「
旅
行
・
レ
ジ
ャ
ー
」で
利
用
し

た
人
が
最
も
多
く
51
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

経
年
で
比
較
で
き
る
形
で
調
査
結
果
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　今
回
は
、「
そ
う
思
う
」「
ま
あ
そ
う
思

う
」
の
合
計
の
上
位
６
項
目
を
紹
介
し
ま

す
。　安

全
な
水
の
提
供
や
身
近
な
医
療
機

関
、
消
防
救
急
体
制
へ
の
満
足
度
が
50
㌫

を
超
え
て
い
ま
す
。

　防
災
の
道
、
経
済
の
道
、
医
療
の
道
と

し
て
の
役
割
を
担
う
本
道
路
。
全
区
間
無

料
で
通
行
で
き
る
た
め
、
観
光
や
レ
ジ
ャ

ー
に
便
利
で
す
。

　市
は
、
早
期
全

線
開
通
に
向
け

て
、
沿
線
の
市
な

ど
と
連
携
し
、
今

後
も
取
り
組
み
を

強
化
し
て
い
き
ま

す
。

無回答
9.6％

その他
9.1％通勤・

通学
2.2％

通院
0.6％

買い物 8.5％

仕事 18.6％

旅行・レジャー
51.4％

利用した
ことがある
56.6％

利用した
ことがない
41.6％

無回答 1.8％

「そう思う」・「ややそう思う」上位6項目

そう思うそう思う まあ
そう思う
まあ
そう思う

どちらとも
いえない
どちらとも
いえない

あまり
そう思わない
あまり
そう思わない

そう
思わない
そう
思わない 分からない分からない 無回答無回答

安心・安全な水が提供されている

32.532.5 44.944.9 10.110.1

2.82.8 2.62.6

4.44.4

2.72.7
安全・適切な医療機関が身近にある

22.722.7 42.142.1 15.115.1 9.29.2 6.46.4

2.02.0

2.52.5
消防救急体制が充実している

19.719.7 41.141.1 18.018.0 6.26.2

3.23.2

9.29.2

2.62.6
ぼんちくんへ親しみや愛着を感じている

20.920.9 28.928.9 22.122.1 10.110.1 9.79.7 5.85.8

2.52.5
適切な汚水処理がされている

11.711.7 36.736.7 19.919.9 6.26.2 6.26.2 16.516.5

2.82.8
公園・広場が整備されている

9.29.2 38.638.6 20.620.6 15.515.5 10.910.9

2.52.5

2.72.7

0 2010 40 60 80 9030 50 70 100
％
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ふれあいアンケート結果

住
宅
用
火
災
警
報
器

災
害
へ
の
備
え

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

し
て
い
ま
す
か
。

台
風
や
地
震
な
ど
の
災
害
に

対
す
る
あ
な
た
の
防
災
対
策

は
万
全
だ
と
思
い
ま
す
か
。

災
害
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な

準
備
を
し
て
い
ま
す
か
。

Q

Q

全
て
の
寝
室
（
２
階
以
上
の

住
宅
は
階
段
も
含
む
）
に
設

置
し
て
い
ま
す
か
。

Q
設
置
し
て
い
な
い
理
由
は
何

で
す
か
。

Q

Q

◎
解
説

　
消
防
法
の
規
定
で
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

状
況
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

　
警
報
器
を
「
設
置
し
て
い
る
」
が
68
㌫

で
、
そ
の
う
ち
61
㌫
の
人
が
全
て
の
寝
室

に
設
置
を
し
て
い
ま
し
た
。
逆
に
、「
設

置
し
て
い
な
い
」
と
の
回
答
は
29
㌫
で
、

設
置
し
て
い
な
い
理
由
に
つ
い
て
は
、「
経

◎
解
説

　
自
然
災
害
は
い
つ
ど
こ
で
発
生
す
る
か

分
か
り
ま
せ
ん
。
防
災
対
策
へ
の
意
識
と

備
え
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
防
災
対
策
に
つ
い
て
は
、「
万
全
」
が

２
㌫
、「
あ
る
程
度
万
全
」
が
24
㌫
と
な

っ
て
い
て
、逆
に
、「
あ
ま
り
万
全
で
な
い
」

が
43
㌫
、「
不
十
分
」
が
26
㌫
と
、
備
え

が
十
分
で
な
い
と
感
じ
て
い
る
人
が
約
７

割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
災
害
に
対
す
る
準
備
に
つ
い
て
は
、「
非

済
的
な
負
担
が
大
き
い
」
と
回
答
し
た
人

が
28
㌫
と
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
設
置
し
て
か
ら
10
年
を
目
安
に
交
換

が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
か
と

い
う
質
問
に
つ
い
て
は
、「
知
っ
て
い
る
」

が
39
㌫
と
な
り
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
購
入
費
用
の
一
部
を

助
成
し
て
い
ま
す
。

常
時
の
持
ち
出
し
品
準
備
」
が
17
㌫
と
最

も
多
く
、
次
い
で
「
家
族
で
話
し
合
う
」

が
15
㌫
、「
家
具
の
転
倒
防
止
」
が
14
㌫
、

「
非
常
食
（
３
日
分
）
の
準
備
」
が
12
㌫

と
な
り
、
約
６
割
の
人
が
防
災
対
策
を
し

て
い
ま
し
た
。
逆
に
、「
特
に
何
も
し
て

い
な
い
」
と
回
答
し
た
人
が
41
㌫
に
も
上

り
ま
し
た
。

　
防
災
は
、
日
ご
ろ
か
ら
意
識
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
万
が
一
に
備
え
、
防
災
対

策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

無回答 1.7％
分からない
4.4％

不十分 25.9％

あまり万全ではない
42.7％

ある程度万全
23.8％

万全 1.5％

非常時の
持ち出し品準備
16.9％

無回答 2.1％

設置して
いない
36.6％

設置している
61.3％

無回答 4.8％

家族で話し合う
15.0％

無回答 2.6％

設置していない
29.4％

設置している
68.0％

無回答 1.4％

特に何も
していない
41.3％

非常食（3日分）
の準備 11.5％

家具の
転倒防止
13.9％

経済的な
負担が大きい
27.8％

必要性を
感じない
26.0％

設置義務を
知らなかった
23.9％

その他
17.5％

8広報 都城 平成30年10月号

健
康
づ
く
り

健
康
や
楽
し
み
な
ど
の
た
め

に
、運
動・ス
ポ
ー
ツ
を
行
っ
て

い
ま
す
か
。

Q◎
解
説

　
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
ど
れ
く
ら
い
の
頻

度
で
行
っ
て
い
る
か
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

「
週
に
３
日
以
上
」
が
23
㌫
、「
週
に
１
〜

２
日
」
が
21
㌫
と
、
４
割
以
上
の
人
が
週

に
１
日
以
上
は
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
逆

に
、
34
㌫
の
人
は
「
全
く
し
て
い
な
い
」

◎
解
説

　
年
代
別
に
見
る
と
、「
週
に
３
日
以
上
」

と
回
答
し
た
の
は
70
代
以
上
が
最
も
多
く

44
㌫
、
次
い
で
10
代
が
31
㌫
で
、「
全
く

し
て
い
な
い
」
と
回
答
し
た
の
は
30
代
が

と
回
答
し
て
い
ま
す
。

　
男
女
別
に
見
る
と
、
週
に
１
日
以
上
運

動
し
て
い
る
と
回
答
し
た
男
性
は
46
㌫
、

女
性
が
42
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。
逆
に
、

「
全
く
し
て
い
な
い
」
と
回
答
し
た
男
性

は
32
㌫
、
女
性
が
37
㌫
と
な
っ
て
い
て
、

男
性
よ
り
女
性
の
運
動
参
加
率
が
低
い
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

49
㌫
と
最
も
多
く
、次
い
で
20
代
が
44
㌫
、

50
代
が
43
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。
20
〜
30

代
の
若
い
世
代
の
運
動
不
足
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。

月に
1～3日
程度
12.3％

無回答 0.6％

全く
していない
32.2％

年に1～3日
程度 4.4％
3カ月に1～2日程度 4.4％

月に1～3日
程度
12.7％

週に1～2日程度
21.8％

週に3日以上
23.9％

無回答 1.9％

全くしていない
34.2％

3カ月に1～2日程度 3.8％
年に1～3日程度 4.2％

週に1～2日程度
20.6％

週に3日以上
23.0％

男性

無回答 0.8％

全く
していない
36.8％

年に1～3日
程度 4.1％
3カ月に1～2日程度 3.6％

月に1～3日
程度
12.4％

週に1～2日程度
19.8％

週に3日以上
22.5％

女性

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90
％
100

30.830.8

11.011.0 12.212.2 17.117.1 11.011.0 4.94.9 43.843.8

48.748.76.76.76.76.711.811.816.816.88.48.4

12.012.0 20.320.3 17.117.1 3.83.8 7.07.0 39.239.2

43.143.14.04.05.25.28.68.621.321.317.817.8

25.125.1 21.921.9 12.912.9 3.43.4 4.14.1 31.731.7

19.919.99.59.524.224.243.743.7

15.415.4 30.830.8 7.67.615.415.4

週に3日
以上
週に3日
以上

週に1～2日
程度
週に1～2日
程度

月に1～3日
程度
月に1～3日
程度

3カ月に
1～2日程度
3カ月に
1～2日程度

年に1～3日
程度
年に1～3日
程度 全くしていない全くしていない 無回答無回答

年代別
10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

1.41.4

0.90.9

0.60.6

0.90.9

1.31.3
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住
宅
用
火
災
警
報
器

災
害
へ
の
備
え

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

し
て
い
ま
す
か
。

台
風
や
地
震
な
ど
の
災
害
に

対
す
る
あ
な
た
の
防
災
対
策

は
万
全
だ
と
思
い
ま
す
か
。

災
害
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な

準
備
を
し
て
い
ま
す
か
。

Q

Q

全
て
の
寝
室
（
２
階
以
上
の

住
宅
は
階
段
も
含
む
）
に
設

置
し
て
い
ま
す
か
。

Q
設
置
し
て
い
な
い
理
由
は
何

で
す
か
。

Q

Q

◎
解
説

　
消
防
法
の
規
定
で
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

状
況
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

　
警
報
器
を
「
設
置
し
て
い
る
」
が
68
㌫

で
、
そ
の
う
ち
61
㌫
の
人
が
全
て
の
寝
室

に
設
置
を
し
て
い
ま
し
た
。
逆
に
、「
設

置
し
て
い
な
い
」
と
の
回
答
は
29
㌫
で
、

設
置
し
て
い
な
い
理
由
に
つ
い
て
は
、「
経

◎
解
説

　
自
然
災
害
は
い
つ
ど
こ
で
発
生
す
る
か

分
か
り
ま
せ
ん
。
防
災
対
策
へ
の
意
識
と

備
え
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
防
災
対
策
に
つ
い
て
は
、「
万
全
」
が

２
㌫
、「
あ
る
程
度
万
全
」
が
24
㌫
と
な

っ
て
い
て
、逆
に
、「
あ
ま
り
万
全
で
な
い
」

が
43
㌫
、「
不
十
分
」
が
26
㌫
と
、
備
え

が
十
分
で
な
い
と
感
じ
て
い
る
人
が
約
７

割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
災
害
に
対
す
る
準
備
に
つ
い
て
は
、「
非

済
的
な
負
担
が
大
き
い
」
と
回
答
し
た
人

が
28
㌫
と
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
設
置
し
て
か
ら
10
年
を
目
安
に
交
換

が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
か
と

い
う
質
問
に
つ
い
て
は
、「
知
っ
て
い
る
」

が
39
㌫
と
な
り
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
購
入
費
用
の
一
部
を

助
成
し
て
い
ま
す
。

常
時
の
持
ち
出
し
品
準
備
」
が
17
㌫
と
最

も
多
く
、
次
い
で
「
家
族
で
話
し
合
う
」

が
15
㌫
、「
家
具
の
転
倒
防
止
」
が
14
㌫
、

「
非
常
食
（
３
日
分
）
の
準
備
」
が
12
㌫

と
な
り
、
約
６
割
の
人
が
防
災
対
策
を
し

て
い
ま
し
た
。
逆
に
、「
特
に
何
も
し
て

い
な
い
」
と
回
答
し
た
人
が
41
㌫
に
も
上

り
ま
し
た
。

　
防
災
は
、
日
ご
ろ
か
ら
意
識
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
万
が
一
に
備
え
、
防
災
対

策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

無回答 1.7％
分からない
4.4％

不十分 25.9％

あまり万全ではない
42.7％

ある程度万全
23.8％

万全 1.5％

非常時の
持ち出し品準備
16.9％

無回答 2.1％

設置して
いない
36.6％

設置している
61.3％

無回答 4.8％

家族で話し合う
15.0％

無回答 2.6％

設置していない
29.4％

設置している
68.0％

無回答 1.4％

特に何も
していない
41.3％

非常食（3日分）
の準備 11.5％

家具の
転倒防止
13.9％

経済的な
負担が大きい
27.8％

必要性を
感じない
26.0％

設置義務を
知らなかった
23.9％

その他
17.5％
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市
で
は
、
自
治
公
民
館
へ
の
加
入
と
活

動
参
加
を
促
し
、
地
域
住
民
同
士
が
支
え

合
い
、
助
け
合
い
な
が
ら
、
健
や
か
に
生

活
で
き
る
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
る
た

め
、
市
民
や
行
政
機
関
な
ど
の
役
割
を
明

確
に
し
た
「
都
城
市
自
治
公
民
館
加
入
及

び
活
動
参
加
を
促
進
す
る
条
例
」
を
平
成

29
年
12
月
に
制
定
し
ま
し
た
。

●
地
域
住
民
の
役
割

　
地
域
住
民
は
、
地
域
の
一
員
で
あ
る
こ

と
を
自
覚
し
、
安
全
・
安
心
で
快
適
に
暮

ら
す
た
め
、
自
治
公
民
館
が
担
う
重
要
な

役
割
を
認
識
し
、
自
治
公
民
館
へ
の
加
入

と
そ
の
活
動
に
参
加
す
る
よ
う
努
め
る
も

の
と
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
条
例
の
基
本
理
念
で
は
、

「
加
入
」
と
「
活
動
参
加
」
に
つ
い
て
、

多
様
な
価
値
観
と
自
主
性
が
最
大
限
に
尊

重
さ
れ
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

●
事
業
者
の
役
割

　
各
事
業
者
は
、
所
在
す
る
地
域
の
自
治

公
民
館
活
動
に
参
加
・
協
力
す
る
よ
う
努

め
、
ま
た
、
従
業
員
の
自
治
公
民
館
加
入

や
活
動
参
加
の
配
慮
に
努
め
る
も
の
と
し

て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
住
宅
の
販
売
や
賃
貸
な
ど
を

行
う
事
業
者
は
、
入
居
し
よ
う
と
す
る
人

に
対
し
て
、
加
入
啓
発
情
報
を
提
供
す
る

よ
う
努
め
る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
経
験
や
知
識
、
能
力
を

持
っ
た
人
た
ち
が
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
人
た
ち

が
話
し
合
い
、
互
い
に
協

力
す
る
こ
と
で
、
地
域
が

抱
え
る
課
題
を
解
決
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
ま
ず
は
、
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
地
域
の
「
絆
」
づ
く
り
の
第
一
歩
は
、

地
域
の
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
。
自
分
た

ち
で
、
安
全
・
安
心
で
住
み
よ
い
ま
ち
を

つ
く
る
た
め
、
自
治
公
民
館
活
動
に
参
加

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
加
入
は
簡
単
。
相
談
く
だ
さ
い

　
最
寄
り
の
自
治
公
民
館
長
や
班
長
に
相

談
す
る
か
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課
や
居

住
地
の
地
区
公
民
館
、

都
城
市
自
治
公
民
館
連

絡
協
議
会
事
務
局
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課
　

☎
23-

７
１
４
６

都
城
市
自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会
事
務
局

☎
25-

７
１
７
０

　
下
郡
元
自
治
公
民
館
は
、
現
在
４
７

５
世
帯
が
加
入
し
て
い
ま
す
。
自
治
公

民
館
加
入
促
進
条
例
が
制
定
さ
れ
て
以

降
、
幼
稚
園
や
保
育
園
な
ど
が
加
入
す

る
な
ど
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
本
公
民
館
の
特
徴
の
一
つ
に
、
組
織

内
の
各
部
会
の
連
携
が
あ
り
ま
す
。「
明

る
い
花
の
ま
ち
　
住
み
よ
い
環
境
の
ま

ち
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
取
り
組

ん
で
い
る
花
の
植
栽
事
業
で
は
、
子
ど

も
会
育
成
会
や
壮
年
会
、
花
い
っ
ぱ
い

推
進
高
齢
者
の
会
が
連
携
。
地
域
の
人

た
ち
が
協
力
し
、
サ
ル
ビ
ア
１
０
０
鉢

を
２
カ
月
間
楽
し
み
な
が
ら
育
て
、
９

月
上
旬
か
ら
公
民
館
を
彩
っ
て
い
ま

す
。

　
公
民
館
活
動
は
、
始
め
の
う
ち
は
敷

居
が
高
く
、

面
倒
に
感
じ

る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
し

か
し
、
加
入

し
て
、
活
動

に
参
加
す
る

こ
と
で
、
地

域
を
知
り
、

地
域
の
人
と

交
流
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。そ
し
て
、

触
れ
合
い
な
が
ら
何
か
を
や
り
遂
げ
た

と
き
は
、
何
も
の
に
も
代
え
難
い
充
実

し
た
気
持
ち
に
な
れ
ま
す
。

　
困
り
ご
と
の
解
決
や
、
災
害
時
の
助

け
合
い
も
日
ご
ろ
の
付
き
合
い
が
あ
っ

て
こ
そ
。
ま
ず
は
参
加
し
て
、
で
き
る

こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。下郡元自治公民館館長

市自治公民館連絡協議会会長
永 田 　 優さん

あ
な
た
の
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す

「
都
城
市
自
治
公
民
館
加
入
及
び

活
動
参
加
を
促
進
す
る
条
例
」を

制
定
し
ま
し
た

や
り
が
い
と
充
実
感
を
味
わ
い
な
が
ら

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

10広報 都城 平成30年10月号

入ってよかった自治公民館♪
やってよかった自治公民館活動♪

　仕事や子育て、家事などに追われ、おろそかになりがちな近所付き合い。しかし、近年では、子どもや高齢
者の見守り、大規模災害時の協力など、近隣住民同士の助け合いの重要性が見直されています。
　日ごろの「顔の見える付き合い」を通して「絆」を深め、互いに支え合い、助け合いながら、安全・安心で
暮らしやすい地域をつくるのが自治公民館の活動です。あなたも、もしものときに力を発揮する自治公民館に
参加してみませんか。� ◎問い合わせ　コミュニティ文化課　☎23-7146

ん
な 入

ろ

うみ

　市
内
に
は
、
自
治
公
民
館
が
３
０
３
館

あ
り
、
地
域
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
に
向

け
て
、
住
民
同
士
で
話
し
合
い
を
重
ね
な

が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　自
治
公
民
館
長
を
中
心
に
、
青
・
壮
年

部
や
女
性
部
、
子
ど
も
会
育
成
会
、
高
齢

者
ク
ラ
ブ
な
ど
が
連
携
。
防
災・防
犯
や
、

環
境
美
化
、
健
康
福
祉
、
社
会
教
育
、
伝

統
・
文
化
、
地
域
住
民
の
親
睦
・
交
流
な

ど
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

●
安
全
・
安
心
な
地
域
づ
く
り
活
動

●
地
域
の
宝
「
子
ど
も
」
を
守
る
活
動

　防
犯
灯
の
設
置

や
維
持
管
理
、
自

主
防
災
組
織
の
運

営
、
危
険
箇
所
の

確
認
な
ど
を
通
し

て
、
地
域
の
安
全

を
守
っ
て
い
ま

す
。

　地
域
の
公
園
や

道
路
の
草
刈
り
な

ど
の
美
化
活
動
、

ご
み
収
集
場
の
維

持
管
理
な
ど
を
行

う
こ
と
で
、
快
適

で
住
み
よ
い
環
境

を
維
持
し
て
い
ま

す
。　一

人
暮
ら
し
の

高
齢
者
を
見
守
る

活
動
や
こ
け
な
い

か
ら
だ
づ
く
り
講

座
を
開
催
す
る
こ

と
で
、
高
齢
者
の

生
活
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。

　子
ど
も
た
ち
を

犯
罪
や
事
故
か
ら

未
然
に
守
る
た

め
、
登
下
校
時
の

見
守
り
活
動
や
巡

回
パ
ト
ロ
ー
ル
な

ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。

●
快
適
で
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
活
動

●
地
域
住
民
の
ふ
れ
あ
い
の
場
づ
く
り

　六
月
灯
や
十
五
夜
、
お
ね
っ
こ
な
ど
の

伝
統
行
事
、
運
動
会
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
活
動
を
通
し
て
、
地
域
住
民
に
触
れ
合

い
の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

●
高
齢
者
の
見
守
り
や
健
康
づ
く
り
活
動

●
伝
統
文
化
の
継
承
活
動

　地
域
に
伝
わ
る
俵
踊
り
や
、
奴や

っ
こ

踊
り
な

ど
の
民
俗
芸
能
の
伝
承
活
動
を
行
っ
て
い

る
自
治
公
民
館
も
あ
り
ま
す
。

●
行
政
機
関
な
ど
と
の
パ
イ
プ
役

　地
域
の
課
題
に
つ
い
て
、
必
要
に
応
じ

て
市
役
所
や
交
番
な
ど
に
つ
な
ぎ
、
解
決

を
図
り
ま
す
。

重
要
性
高
ま
る
自
治
公
民
館
活
動
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市
で
は
、
自
治
公
民
館
へ
の
加
入
と
活

動
参
加
を
促
し
、
地
域
住
民
同
士
が
支
え

合
い
、
助
け
合
い
な
が
ら
、
健
や
か
に
生

活
で
き
る
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
る
た

め
、
市
民
や
行
政
機
関
な
ど
の
役
割
を
明

確
に
し
た
「
都
城
市
自
治
公
民
館
加
入
及

び
活
動
参
加
を
促
進
す
る
条
例
」
を
平
成

29
年
12
月
に
制
定
し
ま
し
た
。

●
地
域
住
民
の
役
割

　
地
域
住
民
は
、
地
域
の
一
員
で
あ
る
こ

と
を
自
覚
し
、
安
全
・
安
心
で
快
適
に
暮

ら
す
た
め
、
自
治
公
民
館
が
担
う
重
要
な

役
割
を
認
識
し
、
自
治
公
民
館
へ
の
加
入

と
そ
の
活
動
に
参
加
す
る
よ
う
努
め
る
も

の
と
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
条
例
の
基
本
理
念
で
は
、

「
加
入
」
と
「
活
動
参
加
」
に
つ
い
て
、

多
様
な
価
値
観
と
自
主
性
が
最
大
限
に
尊

重
さ
れ
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

●
事
業
者
の
役
割

　
各
事
業
者
は
、
所
在
す
る
地
域
の
自
治

公
民
館
活
動
に
参
加
・
協
力
す
る
よ
う
努

め
、
ま
た
、
従
業
員
の
自
治
公
民
館
加
入

や
活
動
参
加
の
配
慮
に
努
め
る
も
の
と
し

て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
住
宅
の
販
売
や
賃
貸
な
ど
を

行
う
事
業
者
は
、
入
居
し
よ
う
と
す
る
人

に
対
し
て
、
加
入
啓
発
情
報
を
提
供
す
る

よ
う
努
め
る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
経
験
や
知
識
、
能
力
を

持
っ
た
人
た
ち
が
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
人
た
ち

が
話
し
合
い
、
互
い
に
協

力
す
る
こ
と
で
、
地
域
が

抱
え
る
課
題
を
解
決
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
ま
ず
は
、
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
地
域
の
「
絆
」
づ
く
り
の
第
一
歩
は
、

地
域
の
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
。
自
分
た

ち
で
、
安
全
・
安
心
で
住
み
よ
い
ま
ち
を

つ
く
る
た
め
、
自
治
公
民
館
活
動
に
参
加

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
加
入
は
簡
単
。
相
談
く
だ
さ
い

　
最
寄
り
の
自
治
公
民
館
長
や
班
長
に
相

談
す
る
か
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課
や
居

住
地
の
地
区
公
民
館
、

都
城
市
自
治
公
民
館
連

絡
協
議
会
事
務
局
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課
　

☎
23-

７
１
４
６

都
城
市
自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会
事
務
局

☎
25-

７
１
７
０

　
下
郡
元
自
治
公
民
館
は
、
現
在
４
７

５
世
帯
が
加
入
し
て
い
ま
す
。
自
治
公

民
館
加
入
促
進
条
例
が
制
定
さ
れ
て
以

降
、
幼
稚
園
や
保
育
園
な
ど
が
加
入
す

る
な
ど
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
本
公
民
館
の
特
徴
の
一
つ
に
、
組
織

内
の
各
部
会
の
連
携
が
あ
り
ま
す
。「
明

る
い
花
の
ま
ち
　
住
み
よ
い
環
境
の
ま

ち
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
取
り
組

ん
で
い
る
花
の
植
栽
事
業
で
は
、
子
ど

も
会
育
成
会
や
壮
年
会
、
花
い
っ
ぱ
い

推
進
高
齢
者
の
会
が
連
携
。
地
域
の
人

た
ち
が
協
力
し
、
サ
ル
ビ
ア
１
０
０
鉢

を
２
カ
月
間
楽
し
み
な
が
ら
育
て
、
９

月
上
旬
か
ら
公
民
館
を
彩
っ
て
い
ま

す
。

　
公
民
館
活
動
は
、
始
め
の
う
ち
は
敷

居
が
高
く
、

面
倒
に
感
じ

る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
し

か
し
、
加
入

し
て
、
活
動

に
参
加
す
る

こ
と
で
、
地

域
を
知
り
、

地
域
の
人
と

交
流
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。そ
し
て
、

触
れ
合
い
な
が
ら
何
か
を
や
り
遂
げ
た

と
き
は
、
何
も
の
に
も
代
え
難
い
充
実

し
た
気
持
ち
に
な
れ
ま
す
。

　
困
り
ご
と
の
解
決
や
、
災
害
時
の
助

け
合
い
も
日
ご
ろ
の
付
き
合
い
が
あ
っ

て
こ
そ
。
ま
ず
は
参
加
し
て
、
で
き
る

こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。下郡元自治公民館館長

市自治公民館連絡協議会会長
永 田 　 優さん

あ
な
た
の
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す

「
都
城
市
自
治
公
民
館
加
入
及
び

活
動
参
加
を
促
進
す
る
条
例
」を

制
定
し
ま
し
た

や
り
が
い
と
充
実
感
を
味
わ
い
な
が
ら

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す



13 MIYAKONOJO CITY PUBLIC RELATIONS 2018.10

保
育
所（
園
）・
認
定
こ
ど
も
園
・
幼
稚
園
の

入
所
申
し
込
み
が
始
ま
り
ま
す

平成31年4月　
平
成
31
年
度
の
保
育
所
（
園
）
や
認
定

こ
ど
も
園
、
幼
稚
園
の
入
所
・
入
園
申
し

込
み
が
始
ま
り
ま
す
。

　
施
設
に
よ
っ
て
申
し
込
み
先
が
異
な
り

ま
す
の
で
、
入
所
手
続
き
の
流
れ
を
確
認

し
て
期
間
内
に
手
続
き
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
保
育
課
　
☎
23-

４
８
９
４

　
保
育
所
（
園
）
な
ど
を
利
用
す
る
際
に

は
市
の
「
認
定
」
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
認
定
は
年
齢
や
保
育
の
必
要
性
に

応
じ
て
、
１
〜
３
号
認
定
ま
で
の
３
つ
の

区
分
が
あ
り
、
区
分
に
応
じ
て
利
用
で
き

る
施
設
が
決
ま
り
ま
す
。

【
幼
稚
園
】

　
満
３
歳
以
上
の
子
ど
も
を
対
象
に
、
小

学
校
以
降
の
教
育
の
基
礎
を
つ
く
る
た
め

の
「
幼
児
教
育
」
を
行
う
施
設
で
、
１
号

認
定
を
受
け
た
人
が
利
用
で
き
ま
す
。

【
保
育
所
（
園
）】

　
就
労
な
ど
に
よ
り
家
庭
で
保
育
を
で
き

な
い
保
護
者
に
代
わ
っ
て
「
保
育
」
を
行

う
施
設
で
す
。
２
号
認
定
（
３
歳
以
上
）、

３
号
認
定
（
３
歳
未
満
）
を
受
け
た
人
が

利
用
で
き
ま
す
。

【
認
定
こ
ど
も
園
】

　
保
育
と
教
育
を
一
体
的
に
行
う
施
設

で
、「
幼
稚
園
型
」「
保
育
所
型
」「
幼
保

連
携
型
」
な
ど
の
種
類
が
あ
り
、
認
定
区

分
に
応
じ
た
利
用
が
で
き
ま
す
。

※�

平
成
31
年
度
保
育
所・認
定
こ
ど
も
園・

幼
稚
園
の
一
覧
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
く
だ

さ
い

施
設
を
利
用
す
る
に
は

「
認
定
」が
必
要
で
す

施
設
の
特
徴
と
利
用
で
き
る
人

認定の区分と入所手続きの流れ

施設から入園の
決定

利用者の希望と
施設の状況によ
り、市が利用施
設を決定

就労、求職、妊娠や出産、疾病、障がい、
介護、就学など保育を必要とする事由
該当しない 該当する

教育を希望
する しない

年　齢
3歳以上 3歳未満

年　齢
3歳未満 3歳以上

必要に応じて、
一時預かりなど
のサービス利用
可
【認定外】

【１号認定】
幼稚園
認定こども園

【2号・3号認定】
保育所（園）
認定こども園

施設へ申し込み 市または施設へ
申し込み

保育所（園）など一覧
オンライン入所申請

　
保
育
所
（
園
）
な
ど
の
オ
ン
ラ
イ
ン
入

所
申
請
（
子
育
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ

ス
）
も
利
用
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

【
幼
稚
園・認
定
こ
ど
も
園
（
１
号
認
定
）】

　
入
園
申
し
込
み
は
、
希
望
す
る
園
で
直

接
手
続
き
く
だ
さ
い
。

【
保
育
所
（
園
）・認
定
こ
ど
も
園
（
２
号・

３
号
認
定
）】

●
受
付
期
間

11
月
１
日
㈭
〜
12
月
17
日
㈪

※�

こ
の
期
間
以
降
も
、
随
時
受
け
付
け
ま

す
が
、
期
間
内
に
申
し
込
ん
だ
人
を
優

先
し
ま
す
。随
時
受
け
付
け
の
期
限
は
、

平
成
31
年
３
月
１
日
㈮
ま
で

●
申
請
書
の
配
布
　
10
月
16
日
㈫
〜

●
申
請
書
の
配
布
・
受
け
付
け
場
所
　

入
所
を
希
望
す
る
保
育
所
（
園
）
や
認
定

こ
ど
も
園
、
保
育
課
、
各
総
合
支
所
市
民

生
活
課
で
す
。
た
だ
し
、
各
総
合
支
所
市

民
生
活
課
は
、
申
請
書
の
配
布
の
み

【
新
規
入
所
説
明
会
】　

●
日
時
　
10
月
25
日
㈭
　
10
時
30
分
〜

●
場
所
　
ま
ち
な
か
交
流
セ
ン
タ
ー

（M

ま

る

ま

る

allm
all

内
）
２
階
多
目
的
室

オ
ン
ラ
イ
ン
入
所
申
請

申
し
込
み
手
続
き

　
太
陽
光
で
動
く
お
も
ち
ゃ
や
、
牛
乳
パ

ッ
ク
の
ス
コ
ッ
プ
な
ど
を
作
り
、
楽
し
み

な
が
ら
環
境
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

【
ソ
ー
ラ
ー
バ
ッ
タ
親
子
製
作
教
室
】

●
時
間
　
①
10
時
〜
、
②
13
時
〜

●
対
象
・
定
員
　
小
学
生
の
親
子・各
25
組

●
費
用
　
５
０
０
円
　
※
事
前
申
し
込
み
順

【
そ
の
他
無
料
の
体
験
】

◦�

オ
リ
ジ
ナ
ル
ペ
ー
パ
ー
ス
コ
ッ
プ
を
作

　
市
内
の
小
学
生
に
よ
る
環
境
啓
発
の
絵

画
の
展
示
の
ほ
か
、
く
じ
引
き
や
射
的
、

輪
投
げ
な
ど
を
楽
し
め
る
コ
ー
ナ
ー
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
お
も
ち
ゃ
の
修
理
、
飲

食
物
の
販
売
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

◦�「
環
境
美
化
の
日
」
絵
画
や
「
下
水
道

の
日
」
ポ
ス
タ
ー
展
示

◦�

楽
し
い
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー

◦�

お
も
ち
ゃ
の
病
院
（
無
料
）

　
家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
家
具
や
自
転
車

を
再
生
し
、
抽
選
販
売
し
ま
す
。

●
販
売
品
目
　
家
具
類
全
般
、自
転
車（
子

ど
も
用
含
む
）、
生
活
雑

貨※�

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ

い
。
な
お
、
配
達
は
で

き
ま
せ
ん

●
応
募
資
格
　
市
内
ま
た

は
近
隣
に
住
む
18
歳
以
上

の
人

●
応
募
方
法
　
さ
い
せ
い
館
事
務
所
で
、

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
応
募
箱

へ
投
函

※�

電
話
や
フ
ァ
ク
ス
で
の
申
し
込
み
は
で

き
ま
せ
ん
。
家
具
と
自
転
車
は
、
１
人

当
た
り
各
１
点
の
み
（
重
複
無
効
）

●
応
募
期
間
　
環
境
ま
つ
り
当
日
の
正
午

ま
で

※�

さ
い
せ
い
館
の
休
館
は
、
10
月
２
日

㈫
・
９
日
㈫
・
16
日
㈫
・
21
日
㈰
・
23

日
㈫

●
抽
選
方
法
　
ま
つ
り
当
日
の
14
時
ご
ろ

か
ら
、
会
場
で
抽
選
発
表

※�

発
表
時
に
会
場
に
い
な
い
場
合
は
、
当

選
無
効
。
応
募
半
券
が
あ
れ
ば
代
理
で

も
可

◎
問
い
合
わ
せ

　
さ
い
せ
い
館
　
☎
36-

３
９
０
０

◦�

メ
ン
チ
カ
ツ

や
サ
イ
コ
ロ

ス
テ
ー
キ
、

ソ
フ
ト
ク
リ

ー
ム
な
ど
の

飲
食
店
コ
ー

ナ
ー

◦�

ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
な
ど

　
空
き
缶
と

ド
レ
ス
タ
オ

ル
の
交
換

や
、
苗
木
の

無
料
配
布
な

ど
を
行
い
ま

す
。
小
型
家

電
も
回
収
し

ま
す
。

◦�

ア
ル
ミ
缶

（
指
定
ご
み
袋
・
大
１
袋
分
）
を
ド
レ

ス
タ
オ
ル
１
枚
に
交
換

◦�

霧
島
酒
造
㈱
の
焼
酎
パ
ッ
ク
（
5
枚
）

を
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
（
１
個
）
に

交
換

※
１
家
族
20
個
ま
で

◦�

手
作
り
堆
肥
や
苗
木
の
無
料
配
布

◦�

小
型
家
電
の
回
収（
25
㌢
×
10
㌢
未
満
）

な
ど

ろ
う

◦�

ス
ラ
イ
ム
作
り
な
ど
の
環
境
教
室

都
城
市
環
境
ま
つ
り

●
日
時
　
10
月
27
日
㈯
　
９
時
20
分
〜
15
時
30
分

●
場
所
　
都
城
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ「
さ
い
せ
い
館
」（
下
水
流
町
）

　「
ご
み
分
別
で
ご
み
減
量
」
を
テ
ー
マ
に
、
環
境
に
つ
い
て
の
展
示
や
体
験
コ
ー
ナ
ー
、

リ
サ
イ
ク
ル
品
の
抽
選
販
売
な
ど
、
内
容
盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
家
族
そ
ろ

っ
て
来
場
く
だ
さ
い
。�

◎
問
い
合
わ
せ
　
環
境
政
策
課
　
☎
23-

２
１
３
０

会
場
案
内
図

1100m

案内
標識350m

志和池
小学校

志和池
郵便局

↓至都城市街

至高城
国道10号

↓

←
至山田

↑
至
小
林
・
高
崎

国道

体
験
コ
ー
ナ
ー

配
布・交
換・回
収
コ
ー
ナ
ー

そ
の
他
の
コ
ー
ナ
ー

リ
サ
イ
ク
ル
品
の
抽
選
販
売

ガラ
ポン
くじ
引き
券

切り
取っ
て、

当日
会場
に持
参

くだ
さい
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保
育
所（
園
）・
認
定
こ
ど
も
園
・
幼
稚
園
の

入
所
申
し
込
み
が
始
ま
り
ま
す

平成31年4月　
平
成
31
年
度
の
保
育
所
（
園
）
や
認
定

こ
ど
も
園
、
幼
稚
園
の
入
所
・
入
園
申
し

込
み
が
始
ま
り
ま
す
。

　
施
設
に
よ
っ
て
申
し
込
み
先
が
異
な
り

ま
す
の
で
、
入
所
手
続
き
の
流
れ
を
確
認

し
て
期
間
内
に
手
続
き
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
保
育
課
　
☎
23-

４
８
９
４

　
保
育
所
（
園
）
な
ど
を
利
用
す
る
際
に

は
市
の
「
認
定
」
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
認
定
は
年
齢
や
保
育
の
必
要
性
に

応
じ
て
、
１
〜
３
号
認
定
ま
で
の
３
つ
の

区
分
が
あ
り
、
区
分
に
応
じ
て
利
用
で
き

る
施
設
が
決
ま
り
ま
す
。

【
幼
稚
園
】

　
満
３
歳
以
上
の
子
ど
も
を
対
象
に
、
小

学
校
以
降
の
教
育
の
基
礎
を
つ
く
る
た
め

の
「
幼
児
教
育
」
を
行
う
施
設
で
、
１
号

認
定
を
受
け
た
人
が
利
用
で
き
ま
す
。

【
保
育
所
（
園
）】

　
就
労
な
ど
に
よ
り
家
庭
で
保
育
を
で
き

な
い
保
護
者
に
代
わ
っ
て
「
保
育
」
を
行

う
施
設
で
す
。
２
号
認
定
（
３
歳
以
上
）、

３
号
認
定
（
３
歳
未
満
）
を
受
け
た
人
が

利
用
で
き
ま
す
。

【
認
定
こ
ど
も
園
】

　
保
育
と
教
育
を
一
体
的
に
行
う
施
設

で
、「
幼
稚
園
型
」「
保
育
所
型
」「
幼
保

連
携
型
」
な
ど
の
種
類
が
あ
り
、
認
定
区

分
に
応
じ
た
利
用
が
で
き
ま
す
。

※�
平
成
31
年
度
保
育
所・認
定
こ
ど
も
園・

幼
稚
園
の
一
覧
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
く
だ

さ
い

施
設
を
利
用
す
る
に
は

「
認
定
」が
必
要
で
す

施
設
の
特
徴
と
利
用
で
き
る
人

認定の区分と入所手続きの流れ

施設から入園の
決定

利用者の希望と
施設の状況によ
り、市が利用施
設を決定

就労、求職、妊娠や出産、疾病、障がい、
介護、就学など保育を必要とする事由
該当しない 該当する

教育を希望
する しない

年　齢
3歳以上 3歳未満

年　齢
3歳未満 3歳以上

必要に応じて、
一時預かりなど
のサービス利用
可
【認定外】

【１号認定】
幼稚園
認定こども園

【2号・3号認定】
保育所（園）
認定こども園

施設へ申し込み 市または施設へ
申し込み

保育所（園）など一覧
オンライン入所申請

　
保
育
所
（
園
）
な
ど
の
オ
ン
ラ
イ
ン
入

所
申
請
（
子
育
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ

ス
）
も
利
用
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

【
幼
稚
園・認
定
こ
ど
も
園
（
１
号
認
定
）】

　
入
園
申
し
込
み
は
、
希
望
す
る
園
で
直

接
手
続
き
く
だ
さ
い
。

【
保
育
所
（
園
）・認
定
こ
ど
も
園
（
２
号・

３
号
認
定
）】

●
受
付
期
間

11
月
１
日
㈭
〜
12
月
17
日
㈪

※�

こ
の
期
間
以
降
も
、
随
時
受
け
付
け
ま

す
が
、
期
間
内
に
申
し
込
ん
だ
人
を
優

先
し
ま
す
。随
時
受
け
付
け
の
期
限
は
、

平
成
31
年
３
月
１
日
㈮
ま
で

●
申
請
書
の
配
布
　
10
月
16
日
㈫
〜

●
申
請
書
の
配
布
・
受
け
付
け
場
所
　

入
所
を
希
望
す
る
保
育
所
（
園
）
や
認
定

こ
ど
も
園
、
保
育
課
、
各
総
合
支
所
市
民

生
活
課
で
す
。
た
だ
し
、
各
総
合
支
所
市

民
生
活
課
は
、
申
請
書
の
配
布
の
み

【
新
規
入
所
説
明
会
】　

●
日
時
　
10
月
25
日
㈭
　
10
時
30
分
〜

●
場
所
　
ま
ち
な
か
交
流
セ
ン
タ
ー

（M

ま

る

ま

る

allm
all

内
）
２
階
多
目
的
室

オ
ン
ラ
イ
ン
入
所
申
請

申
し
込
み
手
続
き
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個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収

　
所
得
税
の
源
泉
徴
収
と
同
じ
よ
う
に
、

個
人
住
民
税
を
毎
月
支
払
う
給
与
か
ら
天

引
き
し
て
、
事
業
主
が
従
業
員
に
代
わ
っ

て
納
入
す
る
制
度
で
す
。

特
別
徴
収
の
対
象

　
前
年
中
に
給
与
の
支
払
い
を
受
け
て
い

て
、
４
月
１
日
現
在
、
引
き
続
き
給
与
の

支
払
い
を
受
け
て
い
る
従
業
員
が
、
特
別

徴
収
の
対
象
者
で
す
。
た
だ
し
、
給
与
の

支
払
い
が
不
定
期
で
あ
る
な
ど
の
理
由
が

あ
る
場
合
は
、
従
業
員
本
人
が
納
入
す
る

普
通
徴
収
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

事
業
主
は
特
別
徴
収
義
務
者

　
市
は
、
給
与
支
払
い
者
で
あ
る
事
業
主

を
、
特
別
徴
収
義
務
者
と
し
て
指
定
。
会

社
な
ど
で
働
く
従
業
員
（
納
税
義
務
者
）

が
公
平
に
納
税
で
き
る
よ
う
、
特
別
徴
収

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
は
毎
年
５
月
末
ま
で
に
「
特

別
徴
収
税
額
決
定
通
知
書
」
で
税
額
を
事

業
主
に
通
知
。
事
業
主
は
、
給
与
か
ら
天

引
き
し
た
個
人
住
民
税
を
、
翌
月
の
10
日

ま
で
に
各
従
業
員
の
住
所
地
の
市
町
村
へ

納
入
し
ま
す
。

※�

税
額
は
、
前
年
の
所
得
な
ど
を
基
に
住

所
地
の
市
町
村
が
算
出

特
別
徴
収
の
メ
リ
ッ
ト

　
納
税
義
務
者
に
は
、
次
の
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。

◦�

一
年
分
の
税
額
を
毎
月
12
回
に
分
け
て

納
入
す
る
の
で
、
１
回
当
た
り
の
負
担

が
少
な
い

◦�

毎
月
の
給
与
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
た
め
、

納
め
忘
れ
が
な
い

◦�

納
税
の
た
め
に
、
金
融
機
関
な
ど
に
出

向
く
手
間
が
省
け
る

※�

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

従
業
員
の
個
人
住
民
税
は

特
別
徴
収
で
納
入
く
だ
さ
い

　
市
と
県
で
は
、
事
業
主
が
毎
月
従
業
員
に
支
払
う
給
与
か
ら
、
個
人
住
民
税
（
市
民
税
・

県
民
税
）
を
天
引
き
で
納
入
す
る
、
特
別
徴
収
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
市
民
税
課
　
☎
23-

２
１
２
３

電子申告 も利用ください !

　市では、個人住民税の給与支払報告書や特別徴収などに関する手続きについて、地方税ポータルシ
ステム「eLTAX」を利用した申請を受け付けています。ぜひ、利用ください。

詳しくは、eLTAXホームページで確認ください。�http://www.eltax.jp/
※�スマートフォンや携帯電話からも利用できますが、利用届出などの手続きや問い合わせ
フォーム、アンケートの利用はできません

　申告書を持参・郵送しなくても、自宅や
職場で簡単に申告できます。
　また、利用時間は８時30分〜24時ですの
で、市役所の閉庁時でも、時間を気にせず
利用できます。
※土・日曜日や祝日、年末年始を除く

窓口での手続き不要！
　市販のeLTAX対応税務・会計ソフトを
利用することで、申告などに係る時間が大
幅に短縮します。
　また、複数の地方公共団体に提出義務の
ある給与支払報告書を、一括して提出でき
ます。

作業時間の大幅な短縮！

問い合わせ
エルタックスヘルプデスク ☎0570-081459
【つながらない場合　☎03-5500-7010】
※受け付け時間は、9時〜17時（土・日曜日や祝日、年末年始を除く）

14広報 都城 平成30年10月号

子
ど
も
た
ち
の
良
き
先
輩

ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー

子
ど
も
に
よ
る
、子
ど
も
の
た
め
の

子
ど
も
フ
ェ
ス
ティ
バ
ル

　
中
学
生
や
高
校
生
が
、
経
験
を
生
か
し
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
や
イ
ベ
ン
ト
を
考
え
、
子
ど
も

会
活
動
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
。
今
回
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー

の
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。�

◎
問
い
合
わ
せ
　
生
涯
学
習
課
　
☎
23-

９
５
４
５

　
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
は
、
市
内
の
子

ど
も
会
に
参
加
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
良

　
同
ク
ラ
ブ
で
は
、
現
在
13
人
の
メ
ン
バ

ー
が
活
動
し
て
い
て
、
市
内
の
子
ど
も
会

活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
メ
ン
バ
ー
は
、
市
内
の
子
ど
も
会
の
要

請
に
応
じ
て
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
進

め
方
な
ど
を
指
導
。
ま
た
、県
ジ
ュ
ニ
ア・

リ
ー
ダ
ー
研
修
大
会
な
ど
に
参
加
し
、
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
の
指
導
技
術
を
学
ん
で
い

ま
す
。

　
市
内
の
小
学
５
・
６
年
生
が
実
行
委
員

と
な
っ
て
、
企
画
か
ら
当
日
の
運
営
ま
で

行
う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー

ダ
ー
は
、実
行
委
員
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

●
日
時
　
10
月
14
日
㈰
　
10
時
〜
15
時

※�

お
化
け
屋
敷
と
手
作
り
コ
ー
ナ
ー
の
整

理
券
、
午
前
分
を
９
時
50
分
か
ら
、
午

後
分
を
12
時
40
分
か
ら
配
布

●
場
所
　
中
央
公
民
館

●
内
容

◦
廃
校
を
舞
台
に
し
た
お
化
け
屋
敷

◦�

ボ
ウ
リ
ン
グ
や
的
当
て
、
輪
投
げ
な
ど

の
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー

◦�

ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
な
ど
の
手
作
り
コ

ー
ナ
ー

◦�

ぼ
ん
ち
く
ん
の
作
者
「
み
や
こ
の
ジ
ョ

ー
」
さ
ん
に
よ
る
似
顔
絵
コ
ー
ナ
ー

◦�

飲
食
店
コ
ー
ナ
ー
な
ど

　
市
で
は
、
市
内

の
小
学
６
年
生
〜

年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課
に
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

中
学
３
年
生
を
対

象
に
、
講
座
や
キ

ャ
ン
プ
な
ど
の
活

動
を
通
し
て
、
ジ

ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
の
心
得

を
学
ぶ
教
室
を
毎

き
相
談
相
手
や

話
し
相
手
に
な

っ
た
り
、
子
ど

も
た
ち
と
一
緒

に
活
動
の
計
画

を
立
て
た
り
し

な
が
ら
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
実
技
指
導
な

ど
を
行
い
ま

す
。 ジ

ュ
ニ
ア・リ
ー
ダ
ー
と
は

ジ
ュ
ニ
ア・リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ

蒲た
ん
ぽ
ぽ

公
英

ジュニア・リーダー
（西中学校３年）

小
お

濵
ばま

ユキナさん
　私がジュニア・リーダーになろうと思っ
たきっかけは、地区の子ども会のレクリ
エーション指導に先輩ジュニア・リーダー
が来てくれたことです。私はもともと、人
前に出ることが苦手でしたが、みんなをま
とめる姿に強く憧れました。
　今では、ジュニア・リーダーとして３年
目を迎え、小学生の子どもたちの意見を尊
重し、どのようにサポートすればよいのか
考えながら活動しています。
　今度は、私自身が子どもたちの憧れの存
在になれるように頑張りたいです。

未
来
の
ジ
ュ
ニ
ア・リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る

ジ
ュ
ニ
ア・リ
ー
ダ
ー
教
室

憧れの
ジュニア・リーダー
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個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収

　
所
得
税
の
源
泉
徴
収
と
同
じ
よ
う
に
、

個
人
住
民
税
を
毎
月
支
払
う
給
与
か
ら
天

引
き
し
て
、
事
業
主
が
従
業
員
に
代
わ
っ

て
納
入
す
る
制
度
で
す
。

特
別
徴
収
の
対
象

　
前
年
中
に
給
与
の
支
払
い
を
受
け
て
い

て
、
４
月
１
日
現
在
、
引
き
続
き
給
与
の

支
払
い
を
受
け
て
い
る
従
業
員
が
、
特
別

徴
収
の
対
象
者
で
す
。
た
だ
し
、
給
与
の

支
払
い
が
不
定
期
で
あ
る
な
ど
の
理
由
が

あ
る
場
合
は
、
従
業
員
本
人
が
納
入
す
る

普
通
徴
収
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

事
業
主
は
特
別
徴
収
義
務
者

　
市
は
、
給
与
支
払
い
者
で
あ
る
事
業
主

を
、
特
別
徴
収
義
務
者
と
し
て
指
定
。
会

社
な
ど
で
働
く
従
業
員
（
納
税
義
務
者
）

が
公
平
に
納
税
で
き
る
よ
う
、
特
別
徴
収

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
は
毎
年
５
月
末
ま
で
に
「
特

別
徴
収
税
額
決
定
通
知
書
」
で
税
額
を
事

業
主
に
通
知
。
事
業
主
は
、
給
与
か
ら
天

引
き
し
た
個
人
住
民
税
を
、
翌
月
の
10
日

ま
で
に
各
従
業
員
の
住
所
地
の
市
町
村
へ

納
入
し
ま
す
。

※�

税
額
は
、
前
年
の
所
得
な
ど
を
基
に
住

所
地
の
市
町
村
が
算
出

特
別
徴
収
の
メ
リ
ッ
ト

　
納
税
義
務
者
に
は
、
次
の
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。

◦�

一
年
分
の
税
額
を
毎
月
12
回
に
分
け
て

納
入
す
る
の
で
、
１
回
当
た
り
の
負
担

が
少
な
い

◦�

毎
月
の
給
与
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
た
め
、

納
め
忘
れ
が
な
い

◦�

納
税
の
た
め
に
、
金
融
機
関
な
ど
に
出

向
く
手
間
が
省
け
る

※�

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

従
業
員
の
個
人
住
民
税
は

特
別
徴
収
で
納
入
く
だ
さ
い

　
市
と
県
で
は
、
事
業
主
が
毎
月
従
業
員
に
支
払
う
給
与
か
ら
、
個
人
住
民
税
（
市
民
税
・

県
民
税
）
を
天
引
き
で
納
入
す
る
、
特
別
徴
収
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
市
民
税
課
　
☎
23-

２
１
２
３

電子申告 も利用ください !

　市では、個人住民税の給与支払報告書や特別徴収などに関する手続きについて、地方税ポータルシ
ステム「eLTAX」を利用した申請を受け付けています。ぜひ、利用ください。

詳しくは、eLTAXホームページで確認ください。�http://www.eltax.jp/
※�スマートフォンや携帯電話からも利用できますが、利用届出などの手続きや問い合わせ
フォーム、アンケートの利用はできません

　申告書を持参・郵送しなくても、自宅や
職場で簡単に申告できます。
　また、利用時間は８時30分〜24時ですの
で、市役所の閉庁時でも、時間を気にせず
利用できます。
※土・日曜日や祝日、年末年始を除く

窓口での手続き不要！
　市販のeLTAX対応税務・会計ソフトを
利用することで、申告などに係る時間が大
幅に短縮します。
　また、複数の地方公共団体に提出義務の
ある給与支払報告書を、一括して提出でき
ます。

作業時間の大幅な短縮！

問い合わせ
エルタックスヘルプデスク ☎0570-081459
【つながらない場合　☎03-5500-7010】
※受け付け時間は、9時〜17時（土・日曜日や祝日、年末年始を除く）
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